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「そのとき、ピラトはイエスに、」「おまえがユダヤじんのおうなのか」といった。イエスはおこ

たえになった。「あなたはじぶんのかんがえで、そういうのですか。それとも、ほかのものが

わたしについて、あなたにそういったのですか。」ピタトはいいかえした「わたしはユダヤじん

なのか、おまえのどうほうやさいしちょうたちが、おまえをわたしにわたしたのだ。いったい

なにをしたのか。」イエスはおこたえになった。「わたしのくには、このよには、ぞくしていな

い。もし、わたしのくにがこのよにぞくしていれば、わたしがユダヤじんにひきわたされない

ように、ぶかがたたかったことだろう。しかし、じっさい、わたしのくにはこのよにはぞくして

いない。」そこでピラトが「それでは、やはりおうなのか」というと、イエスはおこたえになっ

た。「わたしがおうだとは、あなたがいっていることです。わたしはしんりについてあかしを

するためにうまれ、そのためにこのよにきた。しんりにぞくするひとはみな、わたしのこえを

きく。」 

 

カトリックきょうかいのカレンダーはおわりのしゅうをむかえます。らいしゅうはもう「た

いこうせつがはじまります。ですからきょうかいでは、しんねんにあたります。 

この一ねんをしっかりかんしゃして、たいせつになるじかんをふやしていけるように、あた

らしい一ねんにむかって、すくいぬしのたんじょうにむかってじゅんびしていきましょう。 

きょうはおうであるキリストのしゅくじつですが、わたしたちがもっているイメージとイ

エスさまのおうであるかんがえはまったくちがうのですね。わたしたちは、「おう」ときい

たらすばらしいきゅうでんにすんでいて、きれいなふくをきて、すきなものたくさんたべて、

なんでももっているかただとおもっているのでしょう。イエスさまには、それぞれのものを

もっていないし、またのぞんでおりませんので、わたしたちのかんがえとちがっていますね。 

きょうのふくいんでは、イエスさまはたいほされ、ローマのそうとく（ちじ）ぴらとにしつ

もんされます。もうすぐじゅうじかにむかわれるばめんです。じゅうじかによて、イエスさ

まはもっとたいへんくるしんで、いのちをささげられたことはみんなよくしっていますね。

イエスさまがきょう｛王｝といわれるのは、このじゅうじかによってわたしたちひとりひと

りのつみやよわさをぜんぶあいでつつんでくださったからです。じゅうじかは「あいのしる

し」です。わたしたちがおもっているおうさまはとずいぶんちがっていますね。 

イエスさまは、わたしたちのこころのおうだとわたしはおもっています。ひとりひとりをこ

ころからあいし、じぶんのてきをゆるすことによって、へいわをもたらしこのせかいにかみ

さまのくにをおつくりになります。 



わたしたちは、イエスさまをほんとうのおうとしてみとめて、かみさまのくにのひとりとし

て、いっしょにあゆみたいものですね。 

イエスさまにまいにち「ありがとう」といいましょうね、そしてこれからは、できなかった

ことにちょうせんしてみましょうね。 
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